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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

請 　願

議　案　名
結
果

月
田
 
均

渡
辺
俊
彦

石
内
國
雄

笠
原
則
孝

斉
藤
嘉
和

備
前
島
久
仁
子

川
端
宏
和

島
田
榮
一

町
田
宗
宏

三
友
美
惠
子

柳
沢
浩
一

浅
見
武
志

石
川
眞
男

宇
津
木
治
宣

筑
井
あ
け
み

髙
橋
茂
樹

消費税10％増税中止
を求める請願書
(委員長の審査報告の
とおり不採択とするこ
とに対する賛否)

不
採
択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議長

消
費
税
10
％
増
税
中
止
を
求
め

る
請
願
書

請　

願　

者

伊
勢
崎
佐
波
消
費
税
廃
止
各
界

連
絡
会
会
長　

奈
良
民
男

紹
介
議
員

宇
津
木
治
宣

内
容

政
府
は
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
消

費
税
10
％
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
増

税
は
、
地
域
の
中
小
企
業
倒
産
・
失
業
者

増
大
な
ど
地
域
経
済
に
壊
滅
的
打
撃
を
与

え
ま
す
。よ
っ
て
政

府
に
対
し
、
消
費

税
増
税
中
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提

出
を
玉
村
町
議
会

に
求
め
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
（
賛
成
多
数
）

不
採
択
の
理
由

既
に
政
府
は
来
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
延
期
を
表
明

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

本
会
議

 

不
採
択

（
賛
成
多
数　

賛
成
13　

反
対
２
）

旧
Ｊ
Ａ
じ
ょ
う
よ
う
支
店
敷
地

取
得
に
関
す
る
請
願

請　

願　

者

上
陽
地
区（
上
福
島
・
原
森
・

中
樋
越
・
飯
塚
・
藤
川
・
上
樋
越
）の
６
区
長

紹
介
議
員

宇
津
木
治
宣

内
容

旧
Ｊ
Ａ
じ
ょ
う
よ
う
支
店
は
、
た

ま
む
ら
支
店
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ

て
一
部
業
務
を
残
し
て
閉
店
し
て
い
ま

す
。

　

同
施
設
は
、
上
陽
地
区
の
中
心
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
割
を
果
た
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
ま
た
、
地
域
交
流
の

拠
点
と
し
て
も
利
用
す
る
べ
く
、
旧
Ｊ
Ａ

じ
ょ
う
よ
う
支
店
敷
地
や
建
物
を
取
得
す

る
よ
う
町
に
要
請
す
る
こ
と
を
議
会
に
求

め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
　

採
択
す
べ
き
も
の
（
賛
成
全
員
）

採
択
の
理
由

地
域
と
し
て
必
要
性
を

感
じ
、
町
民
に
一
番
近
い
区
長
６
人
の
連

名
で
の
請
願
は
大
変
重
い
も
の
と
理
解
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

本
会
議

 

採
択（
賛
成
全
員
）

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
と
職
員
配
置
基
準

の
引
き
上
げ
の
緊
急
対
応
と
財
源
確
保
を

求
め
る
請
願
書

請　

願　

者

群
馬
県
保
育
問
題
連
絡
会
会
長　
平
石　

美
奈

紹
介
議
員

石
川　

眞
男

内
容

２
０
１
５
年
４
月
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
保
育
の
現
場
で
は
、
実
態
に

合
わ
な
い
保
育
士
の
配
置
基
準
に
よ
る
労
働
条
件
の
厳

し
さ
や
給
与
水
準
の
低
さ
か
ら
保
育
士
不
足
が
深
刻
で

あ
り
、
増
加
す
る
待
機
児
童
へ
の
対
応
も
遅
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国
に
対
し
「
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
と
職
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の

緊
急
対
応
と
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る

よ
う
玉
村
町
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
　
　

採
択
す
べ
き
も
の
（
賛
成
全
員
）

採
択
の
理
由

現
在
の
保
育
士
等
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
幼
児
期
の
保
育
・
教
育
の
質

向
上
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
改
善
の
た
め
に
国
に
提
出
す

る
意
見
書
の
採
択
は
必
要
と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

本
会
議

 

採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
国
へ
意
見
書
を
提
出

〈賛否が分かれた議案の内訳〉　賛成：○　反対：× 

（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

（議長は賛否が同数の時に表決に加わります）


